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都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

難
攻
不
落
の
城
、
都
城
！

　
足
利
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
京

都
に
幕
府
を
開
い
た
室
町
時
代
。
守
護
は

任
命
さ
れ
た
土
地
を
支
配
し
「
守
護
大

名
」
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
大
名
の
中
に

は
強
い
力
を
持
つ
者
も
現
れ
、
次
第
に
幕

府
の
力
は
弱
ま
り
、
戦
国
時
代
へ
と
移
り

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
都
城
は
、
室
町
時
代
初
期
の
永
和
元

（
１
３
７
５
）
年
に
北
郷
義
久
が
築
い
た

と
伝
わ
る
、
北
郷
氏
歴
代
の
居
城
で
す
。

現
在
の
都
城
歴
史
資
料
館
（
都
島
町
）
を

中
心
と
し
た
一
帯
に
あ
っ
た
都
城
は
、
都

島
に
あ
る
城
と
い
う
こ
と
か
ら
「
み
や
こ

の
じ
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
市
名
の

由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
禄
４
（
１
５
９
５
）
年
、
北
郷
氏
は

祁け

答ど
う

院
（
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
お

よ
び
薩
摩
仙
台
市
祁
答
院
一
帯
）
へ
移

さ
れ
、
伊
集
院
忠
棟
が
都
城
へ
入
り
ま

す
。
慶
長
４
（
１
５
９
９
）
年
、
島
津
氏

の
内
乱
「
庄
内
の
乱
」
を
経
て
再
び
北

郷
氏
の
居
城
と
な
る
も
の
の
、
元
和
元

（
１
６
１
５
）
年
の
一
国
一
城
令
に
よ
っ

て
、
都
城
は
廃
城
と
な
り
ま
す
。
築
城
か

ら
廃
城
ま
で
の
２
４
０
年
間
落
城
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
難
攻
不
落
の
城
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
都
城
の
築
城
か
ら
６
５
０
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展
「
都
城
跡
～
市

名
の
由
来
と
な
っ
た
中
世
城
郭
～
」
を
開

催
し
ま
す
。

発
掘
調
査
で
発
見
！
本
丸
の
姿

　
都
城
は
、
台
地
を
空か

ら
堀ぼ

り
で
区
切
り
、
約

12
の
曲く

る
輪わ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
複
数
回
の
本
発
掘
調
査
や
確
認
調

査
が
行
わ
れ
て
い
て
、
城
主
の
居
城
で
政

治
の
中
枢
機
関
が
置
か
れ
た
「
本
丸
」
跡

で
は
、
都
城
歴
史
資
料
館
が
建
築
さ
れ
る

際
、
４
度
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
建
物
の
柱
穴
跡
が
著
し
く
重
な

り
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
築
城
か
ら
廃

城
ま
で
、
何
度
も
造
り
替
え
ら
れ
な
が
ら

使
用
さ
れ
続
け
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
主
殿
や
物
見
や
ぐ
ら
、
虎

口
、
鍛
冶
工
房
の
跡
な
ど
多
く
の
施
設
が

見
つ
か
り
、
貿
易
陶
磁
器
な
ど
の
貴
重
品

や
、
火
打
ち
金
や
火
箸
な
ど
金
属
加
工
に

関
連
す
る
道
具
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

　14世紀中頃に誕生した北郷氏（都城
島津家）。記録によると、観

かんおう
応の擾

じょうらん
乱

で足利尊氏方について活躍した島津資
忠が、その褒美として与えられた現在
の都城市北西部の「北郷」と呼ばれ
る土地にちなんで苗字を改め、「北郷
資
すけただ
忠」を名乗ったといわれています。

　その後、2 代義久が都城を築き※、

盆地へ進出する拠点とします。都城盆
地全体の統治に苦戦した北郷氏でした
が、8代忠

ただすけ
相の時についに統一を成し

遂げます。
　忠相は1521～1555年頃、周囲の領主
たちと戦い、都城盆地を平定しました。
※�築城時期は、発掘調査によると約４
半世紀さかのぼる

北郷氏と都城盆地

北郷忠相
画：早川和子

現在は都城歴史資料館が建っています

都
城
跡

　
　
◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　

�

☎
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－
９
５
４
７

～
市
名
の
由
来
と
な
っ
た

中
世
城
郭
～
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現
在
の
都
城
跡
は
？

　
一
国
一
城
令
に
よ
る
廃
城
後
、
江
戸
時

代
か
ら
明
治
時
代
の
都
城
跡
は
大
半
が
畑

地
と
な
り
、
低
地
は
屋
敷
地
や
水
田
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
に
は
、
本
丸
跡
に
木
造
建
築

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
都
城
歴
史
資
料
館
を

建
築
。
市
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
す
る
施

設
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
本
丸
跡
の
ほ
か
、
西
城
跡
や
池
之
上
城

跡
、
中
之
城
跡
、
中
尾
之
城
跡
、
取と

り
そ
え添
跡

で
も
確
認
調
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、
各
曲

輪
で
は
道
路
の
跡
が
発
見
さ
れ
た
り
、
陶

磁
器
や
土は

じ

き
師
器
な
ど
多
く
の
出
土
品
が
見

つ
か
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
之

城
跡
や
外
城
跡
な
ど
他
の
曲
輪
は
早
い
段

階
で
削
平
を
受
け
て
い
て
、
調
査
が
行
わ

れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
開
発
に
よ
り
様
変
わ
り
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
現
在
も
当
時
の
姿
を
留

め
る
場
所
が
多
く
残
っ
て
い
る
都
城
跡
。

普
段
見
か
け
る
場
所
が
、
も
し
か
す
る
と

城
跡
の
一
部
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
画
展
概
要

◎
会
期
　
５
月
３
日
㈯
～
７
月
６
日
㈰

※
月
曜
日
休
館

◎
開
館
時
間
　
９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◎
入
館
料

　
大
人
　
　
２
２
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
　
１
６
０
円
（
１
１
０
円
）

　
小
・
中
学
生
　
１
１
０
円
（
50
円
）

※
（
　
）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ

い

黒
くろおけがわ
桶側五枚胴具足(江戸時代後期)

竹
之
下
都
城
御
城
図（
都
城
島
津
邸
所
蔵
）

都城本丸跡で発見された輪
りんぽうぼくしょ
宝墨書土器

本丸跡出土　桐
きりもんのきまるがわら
文軒丸瓦 中之城跡出土　鳥

とりがたすいちゅう
形水注

　絵図から、城の台地が空堀や土塁などで区
切られた約12の区画に分かれていることが観
察できます。それぞれの区画を曲輪（くるわ）
と呼びます。各曲輪には、それぞれ「御本丸」
や「池之上城」、「西城」などが描かれています。
・空堀　地面を掘って造られた城の防御施設
・土塁　土を盛って造られた城の防御施設

　伝承によると、各曲輪が構築された時期は
大きく 3時期に分けられます。
・築城時（1375年頃。2代北郷義久による）
　本丸、西城、中之城、南之城、外城
・戦国期（16世紀頃。８代北郷忠相による）
　新城、池之上城、中尾城、中尾之城、小城
・�太閤検地後（1595～1600年頃。伊集院忠棟
による）　取添

曲輪って、何だろう？

都城の曲輪が造られたのはいつ？

もっと知りたい、都城のこと


